
平成　　年　　月　　日

小田原まちづくり応援団

団友（だんゆう）登 申込書

私は、小田原まちづくり応援団（略称「まちえん」）の目的に賛同し、まちえんの活動に

参画する「団友」としての登 を申込みます。（ここに「写真付き団友登 証」発行手数

料 500円も添えます）

氏名 年齢・性別 　　　　　歳（　男・女　）

ふりがな 所属

住所

TEL FAX

Eメール

（注）「団友」の入会金及び年会費は無料です。小田原まちづくり応援団は、登 確認後、

速やかに「写真付き団友登 証」を発行します。

事務欄 受付・入金確認者 発行確認者 発行日　平成　年　月　日

「小田原まちづくり応援団」の目的

小田原は、 道交易によって繁栄してきた千年以上の歴史を持つまちである。今世紀は、

世界的な「交流の時代」になるといわれ、その地域ならではの個性を磨き、その魅力ある

情報を発信することで、人々が集い、その交流を通して地域に活力を生み出すことが求め

られる時代といわれている。

「まちえん」は、「まちの宝物を活かした小田原らしいまちづくり」を進めていくために、

市民の誰でもができることを自主的に行い、多様な主体(地元組織、市民団体、NPO、大学、

企業、行政など)が輝ける活動を実 することが必要であると考えている。

「まちえん」は、多様な主体の参加と連携によって「まちの宝物を活かした小田原らし

いまちづくり」を目指すものとする。

(1)「まちえん」は、多様な主体によるまちづくり活動のつなぎ手となる。

(2)「まちえん」は、おだわら千年蔵構想を土台にしたまちづくりを推進して、地域の生

活の を める。

(3)「まちえん」は、多様な主体の参加と連携を促すためのネットワークの場をつくる。

(4)「まちえん」は、地域に眠っている宝物を掘り出し、蘇らせる仕組みをつくる。

(5)「まちえん」は、小さな想いを大切にして、新しい発想を取り込み、具体的なかたち

にする仕組みをつくる。

(6)「まちえん」は、オープンな運営に努め、信頼関係を築き上げる。


